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 ≪環境報告書 2013 年版≫ 

ISEKI グループでは、経営の最重点課題のひとつとして、環境を意識した様々な取組

みを行っており、毎年報告しています。2013 年版では、社会性の記載内容の充実を図り

ました。 

 夢ある農業応援プロジェクト推進部が中心となって、当社グループの販売会社  

と協力して、農家および地域の企業・法人、新規就農者の方々に対してハード・ 

ソフト両面からの支援活動を行っており、その活動の一部を記載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪知的財産報告書 2013 年版≫ 

知的財産を事業推進のための重要な経営資源と位置付け、研究開発活動と成果を毎年

報告しています。 

ISEKI グループでは、開発・製造・営業の各部門の総合力を発揮して研究開発を推進

する体制を構築しています。技術部や製造所の取組みはもちろんのこと、夢ある農業応

援プロジェクト推進部が、石川県農林総合研究センターと共同研究中の「可変施肥田植

機」を推進し、施設事業部が「農作物ハイテク生産システム」の植物工場を愛媛大学と

共同研究していることなどを記載しています。 

 

以上 

 
 

 
 

 
 

ＩＳＥＫＩグループは、夢ある農業応援団！ＩＳＥＫＩとして、お客様のニーズに即した製品や 

サービスの提供により、食を支える農業の発展に貢献してまいります。 

 

お知らせ 

環境報告書 2013 年版・知的財産報告書 2013 年版を発行しました

農地放射能除染（福島県）や耕作放棄地再生（和歌山県）の取組みなども紹介しています。 


